
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

少子人口減少社会に対応した新たな学校づくりについて検討し、指針等の結果を取りまとめる。

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

－

合計 816 770

１件 １件 達成

0

本格的な人口減少期の小・中学校のあり方について、検討会議を設置して市町村とともに検討し、新たな学校づくりを促進する。

急速な少子化・過疎化の進行による児童生徒数の減少、学校の小規模化により、中山間地域おける教育の質の確保、児童生徒の人間関

係の固定化や運動会等の学校行事、部活動等の停滞などが課題となっている。

成果目標の達成状況

項目

指針等策定

事業番号 15 02 04 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 少子・人口減少社会に対応した新たな学校づくり支援事業費少子・人口減少社会に対応した新たな学校づくり支援事業費少子・人口減少社会に対応した新たな学校づくり支援事業費少子・人口減少社会に対応した新たな学校づくり支援事業費
担

当

課

部局 教育委員会事務局

４　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 Ｈ２５ ～ Ｈ２５

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 可能

【左記の説明、根拠法令等】

学校の設置者である市町村と協働し、主体的な取り組みを支援することが有効である。

課・室 義務教育課

総合５か年

計画

プロジェクト  8-1-5　教育再生プロジェクト E-mail gimukyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

7-1子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

新たな学校づくりに関する検討会の設置 直接

教育に関する専門家、市町村教育委員会の参画する

検討会を設置し、新たな学校づくりに関する指針等を

策定する。

816 770 0

816

合計（A) 0 0

－

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

0 816

概　算

人件費

2.00

0

770

0

0 0 816 0

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　当該検討会議の議論を踏まえ、平成26年度は、学校統廃合を契機に活力ある学校づくりに取り組む小･中学校に対し中核となる教員を

４名配置するとともに、市町村全体に向けて県の策定する「支援方策等」の周知、啓発を行い、市町村の主体的取組の喚起や助言・情報

提供等を進める。これらの施策展開を通じ、中核教員の更なる配置、主体的に活力ある学校づくりに取り組む市町村への補助支援等につ

いて、平成27年度の予算化に向け検討していく。

目標に対

する成果

の状況

　平成25年度、「少子・人口減少社会に対応した新たな学校づくり検討会議」を設置し、５回の協議を経て、平成26年３月、『よりよい学びに

向けた学校環境のあり方』とする報告書を取りまとめ、パブリックコメントを経た県としての「支援方策」を４月に策定した。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 17,286 0

0 16,516
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前年度繰越


